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登録作業療法士とは

登録作業療法士 定義

一般社団法人日本作業療法士協会登録作業療法士（以下、登録
作業療法士）とは、従事する実践領域において頻繁にかかわる疾
患や障害のある、またはそれが予測される人々に対し、標準的な
作業療法プロセスに従い、独力で作業療法を実践する能力を有す
る作業療法士を本会が認定した者をいう。



登録作業療法士とは

（注釈）
・「標準的作業療法プロセス」とは、自身が従事する実践領域におい
て頻繁にかかわる疾患や障害がある者に、最新の知見に基づいて実践
する一連の作業療法の過程である。
・「作業療法を実践する能力」とは、対象者の生活行為のニーズを捉
える力、生活行為の向上に向けてセラピーする力、生活行為の達成の
ために協働する力、成果・結果を吟味し伝える力である。
・そして「作業療法の実践」は、対象者への説明と同意に基づいて行
われる生活行為のニーズを捉える評価から、課題の抽出、妥当な目標
の設定、妥当なプログラムの作成と安全な実施および記録、さらには
結果・成果の吟味と報告・伝達に至る一連の作業療法の過程から成り、
現場における基本的な業務管理や他職種・他部署との協働、後輩・学
生などへの指導を含む。



登録作業療法士 最新の知見に基づき独力で
作業療法を実践する

＜必要な能力＞
・対象者の生活行為のニーズを捉える力
・生活行為の向上に向けてセラピーする力
・生活行為の達成のために協働する力
・成果・結果を吟味し伝える力

＜一連の作業療法の過程＞
①対象者への説明と同意に基づいて行われる生活行為のニーズを捉える評価
②課題の抽出
③妥当な目標の設定
④妥当なプログラムの作成と安全な実施および記録
⑤結果・成果の吟味と報告・伝達
※現場における基本的な業務管理や他職種・他部署との協働、後輩・学生などへの指導を含む。

従事する実践領域において
頻繁にかかわる疾患や障害
のある、またはそれが予測

される人々

















登録作業療法士制度
前期研修

eラーニング



・70講座（1講座約30分+テスト+アンケート）
・会員はすべて無料で受講できます。



A領域：作業療法士基礎力
～臨床実践のための基礎知識～

１．職業倫理①【法律、社会全体に関する内容】

２．職業倫理②【作業療法領域での倫理】

３．職業倫理③【臨床、実習指導での対応】

４．協会組織【作業療法定義・対象・目的】

５．作業療法の動向①【世界から見た日本の動向と現状】

６．作業療法の動向②【世界の動向と現状】

７．作業療法の動向③【国際交流、国際協力】

８．作業療法における協業①【対象者、家族】

９．作業療法における協業②【多職種連携】

１０．作業療法における協業③【災害時の対応、平時の取り組み】



１１．マネジメント【リーダーシップとセルフマネジメント】

１２．介護保険制度【概要】

１３．医療保険制度【概要】

１４．障害者総合支援制度【概要】

１５．地域包括ケアシステム【概要】

１６．作業療法実践に関する記録・報告【概論】

１７．作業療法生涯学修概論①【OT協会、都道府県士会】

１８．作業療法生涯学修概論②【生涯学修制度】

１９．作業療法士の働き方・展開①【キャリア形成】

２０．作業療法士の働き方・展開②【ワークライフバランス】

A領域：作業療法士基礎力
～臨床実践のための基礎知識～



B領域：作業療法分野横断的基礎力
～臨床実践のための共通知識～

１．一次救命処置①【基礎】

２．一次救命処置②【手技】

３．クリニカルリーズニング①【基礎】

４．クリニカルリーズニング②【面接の活用】

５．クリニカルリーズニング③【活動分析の活用】

６．クリニカルリーズニング④【統合と解釈】

７．クリニカルリーズニング⑤【効果判定】

８．作業療法研究①【作業療法実践とエビデンス】

９．作業療法研究②【臨床研究概論】

１０．作業療法研究③【研究結果のみかた】



１１．作業療法研究④【医療統計】

１２．作業療法研究⑤【学会発表・論文発表】

１３．作業療法研究⑥【事例報告】

１４．リスクマネジメント①【感染予防・対策】

１５．リスクマネジメント②【暴力リスクマネジメント】

１６．保健・医療・福祉と地域支援①【地域包括ケアシステム】

１７．保健・医療・福祉と地域支援②【共助、互助】

１８．保健・医療・福祉と地域支援③【特別支援、総合支援法】

１９．MTDLP基礎【概論】

２０．MTDLP基礎【活用】

B領域：作業療法分野横断的基礎力
～臨床実践のための共通知識～



C領域：作業療法分野特異的専門力
～臨床実践のための専門知識～

１．身体障害 脳血管障害①【急性期】

２．身体障害 脳血管障害②【回復期】

３．身体障害 脳血管障害③【生活期（維持期）】

４．身体障害【がん】

５．身体障害 整形疾患①【骨折、骨折関連】

６．身体障害 整形疾患②【脊損】

７．身体障害【内部障害】

８．身体障害【難病】

９．精神障害 統合失調症①【急性期】

１０．精神障害 統合失調症②【回復期～生活期（維持期）】



１１．精神障害【気分障害】

１２．精神障害【依存症】

１３．発達障害【脳性麻痺】

１４．発達障害【重症心身障害】

１５．発達障害【神経筋疾患】

１６．発達障害 神経発達症①【基礎】

１７．発達障害 神経発達症②【作業療法実践】

１８．老年期障害【廃用症候群】

１９．老年期障害 認知症①【基礎】

２０．老年期障害 認知症②【作業療法実践】

C領域：作業療法分野特異的専門力
～臨床実践のための専門知識～



２１．老年期障害【介護予防】

２２．老年期障害【地域リハビリテーション】

２３．司法領域の作業療法【概論】

２４．義肢装具【種類、目的、適応、制度】

２５．福祉用具①【シーティング、ポジショニング】

２６．福祉用具②【各種用具、自助具】

２７．自動車運転【再開に向けた取組み】

２８．就労支援【復職の流れ、各種サービス】

２９．住宅改修【総論】

３０．高次脳機能障害【総論】

C領域：作業療法分野特異的専門力
～臨床実践のための専門知識～



eラーニングの受講
視聴にあたっては、配信システム「Cloud 
Campus」を使用します。

サイトID：jaotログインID：jaot-xxxxxx
※「xxxxxx」にはご自身の6桁の会員
番号〈5桁以下の番号の方は頭に0を
つける。
例：会員番号がxxxxの場合は「jaot-
00xxxx」〉と入力する。 

初回ログインパスワード：
生年月日8桁 

※2000年4月1日生まれであれば
「20000401」 

URL https://ccampus.org/ 

ログインパスワードは
初回ログイン時に変更
するよう求められます。



どの領域から受講しても構いません。
※Bを２つ受講し、そのあとCを１つ受講、それからAを受講・・
というような方法もOKです！



各領域、たくさんの講座が
ありますが、どの講座から
受講しても構いません。

興味があるものから受講し
ていってください。



各領域の全講座を受講し終えると、章末
アンケートに回答できるようになります。

章末アンケートの回答まで済ませて、そ
の領域の受講修了になるのでお忘れない
ようにご注意ください。



各講座、
１）講義動画の視聴
２）テストに合格
３）アンケートに回答
の順に受講していきます。

１講座は約30分の動画、テスト、アンケートで構成されています。

受講修了にはアンケートまで回答する必要があります。



動画視聴



テストを受ける

合格点は満点ですが、不合格の場合、合
格するまで繰り返しテストを受けられま
す。
動画は２回目の視聴からは早送り再生や
スキップ再生が可能になるので、必要に
応じて内容を再確認してください。



問題は選択式で、正しいものを選ぶもの、誤っているものを選ぶ
もの、正しいものを全て選ぶものなどがあります。



前期研修修了のために

座学として、まずはA・B・Cの３領域、合計70講座の受講を進め
てください。



登録作業療法士制度
実地経験について



実地経験

自施設「内」実地経験

自施設・組織内での研修
日々の作業療法士としての実践経験

自施設「外」実地経験

OT協会の定める規定により、基礎ポイン
ト付与に該当する各士会、OT協会、養成
校などが開催する学会・研修会などでの

研鑽経験

自施設「内」の実地経験と自施設「外」研鑽経験の両方含め、
現場における作業療法士としての経験そのものです。



後期研修では
自己チェック
が中心になり
ます。

前期研修では
上位者による
指導・助言・
確認を受け、
最終的には実
地経験修了確
認者から確認
を受けます。

最初は上位者の指導・助言・確認を受けながら自己研鑽の方法を学び、最終的には
自分自身で自らのキャリアを考え、自己研鑽ができるようになること目指していま
す。



□ ・・・・・
□ ・・・・・
□ ・・・・
□ ・・
□ ・・・・・・
□ ・・・・
□ ・・・・
□ ・・・・・

２年

□ ・・・・・
□ ・・・・・
□ ・・・・
□ ・・
□ ・・・・・・
□ ・・・・
□ ・・・・
□ ・・・・・

OT協会、あるいは職場のチェックリストを
基に、２年間先輩の指導を受けながら臨床

現場で経験を踏みます。

□ ・・・・・・
□ ・・・・

□ ・・・・・

２年目のどこかで職場の先輩に目標レベルに達しているかど
うかの確認（修了確認）を受ける。
※確認できる先輩は「登録作業療法士」（但し、2030年3月
までは臨床実習指導者要件を満たす会員を暫定要件とする）。
※職場にチェックできる先輩がいない場合は代替要件あり。

前期研修の
実地経験



「実地経験」における登場人物







実地経験修了確認者の要件



自施設に「修了確認者」がいない場合

修了確認が得られないので、前期研修「実地経験」のなかで受講
する施設「外」研修の数を多くした規定を用意しています。

修了確認者いない場
合は修了確認を受け
られないので、代わ
りに自施設外研修の
参加を合計４回以上
（うち２回は所属士
会のもの）証明する
ものを提出する。

※なお、この代替規定は自施設・組織
内に実地経験修了確認者がいる場合は
使うことができません。



マニュアル・チェックリスト・終了確認表などの詳細は
https://www.jaot.or.jp/continuing_education/shinsyogaigakusyu2025/
にて



実地経験自己チェックリスト



目標自己管理シート





実地経験自己チェックシートと目標自己管理シートはOT協会版で
はなく自施設版を使用していただいて構いません。

・協会版のシート
は網羅的構成なの
で、使いにくいか
も？

・各職場の状況に
合ったものを作成
されるほうが使い
やすいかもしれま
せん。

・協会版をつかう
としても、そのま
ま使うのではなく、
職場の特徴に合わ
せて項目を追加・
削除するほうが使
いやすいと思いま
す。

→修了確認者・上
位者OTなどと相談
しながらご使用く
ださい。



修了確認

実地経験修了の申請をする

職場に実地経験修了
確認者がいますか？

＜提出＞
①自己チェックシート
②会員ポータルサイトの記録
（施設外研修の参加証明として）

＜提出＞
①実地経験修了確認表
②会員ポータルサイトの記録
（施設外研修の参加証明として）いる

いない



実地経験修了確認者

協会、士会の学会・研修会参加履歴は主催者がポータルサイトに記録していきますが、それ
以外の団体のものは受講者が記録に残していかなくてはなりません。

＜提出＞
①自己チェックシート
②会員ポータルサイトの記録（施設
外研修の参加証明として）

＜提出＞
①実地経験修了確認表
②会員ポータルサイトの記録（施設
外研修の参加証明として）

いる いない



ここで「基礎ポイント」という制度が関係してきます

2025年度入会者→登録OTに
なるまでは基礎ポイントを使
うことはありませんが、この
基礎ポイントを申請しておく
と、その受講履歴がポータル
サイトに残ります。

ポータルサイトの記録は前期
研修実地経験の修了申請時に
用います。

修了確認者が職場にいない
ケースでは他団体の受講履歴
を用いることがあると思いま
す。是非登録しておいてくだ
さい。



SIG等認定一覧







生涯教育
→各種申請

→他団体・SIGポイント申請登録









「登録作業療法士を目指す 解説書」

https://www.jaot.or.jp/continuing_education/shinsyogaigakusyu2025/



本日の話の内容が記載さ
れています。

適宜内容を確認しながら、
登録作業療法士を目指し
てください。
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